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福島教員Ａ 東京教員Ｄ－ＲＥＸ
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

1 2 0 1 0 1 1 4 4 0 0 0 0 4 0 2

3 6 0 3 0 2 6 0 5 * (C) 2 0 1 0 1 3 3

5 2 0 1 0 2 2 3 6 0 0 0 0 0 0 0

7 * 0 0 0 0 2 4 2 7 * 2 0 1 0 1 9 0

10 * (C) 14 3 2 1 0 6 3 8 12 0 5 2 2 2 2

11 0 0 0 0 0 0 3 9 * 11 1 4 0 1 1 1

12 7 0 3 1 0 1 0 10 0 0 0 0 0 1 0

17 7 1 2 0 0 1 0 11 * 5 1 1 0 0 4 2

22 2 0 1 0 0 2 0 12 0 0 0 0 1 0 0

25 8 2 1 0 1 3 1 13 6 0 2 2 1 1 2

31 * 9 0 4 1 1 6 3 14 * 18 0 9 0 4 7 2

32 13 0 5 3 0 7 1

37 2 0 1 0 0 3 0

42 * 12 0 6 0 0 5 0

78 * 10 2 2 0 2 3 3

94 8 32 6 11 50 23 56 2 23 4 15 28 14

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト
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選　手　氏　名

河西　孝浩

星　謙一

(福島県)

会場： 和歌山ビッグホエールBコート

● (東京都)○

15:00

94 56

2014年8月12日(火)

福島教員Ａ 東京教員Ｄ－ＲＥＸ男子2回戦

主審

副審

加藤　淳也

記載者

遠藤　心平

　福島教員A対東京教員D-REX。両チームマンツーマンでの立ち上がり。福島は＃３１のドライブ、＃４２のミ
ドルシュート、＃４２のポストプレー、＃７８の３Pで安定してゴールを決める。対する東京は、＃１３、＃１４のミ
ドルで応戦するも、なかなかシュートが決まらない。２２－１０福島のリードで１ピリオド終了。２ピリオド、両
チーム固いディフェンスで簡単に得点を奪わせない。互いに拮抗した状況が続き、大きく点差が動くことのな
いまま３６－２２で前半終了。
　３ピリオド、東京はゾーンに切り替えるが、福島が速攻や＃１０の３Pで応戦。逆に東京は福島のディフェン
スを崩し切れず、シュートもリングに嫌われる。終盤＃９の３Pで応戦するも、６３－３７と、福島の大きなリード
となった。４ピリオドになっても福島のディフェンスの厳しさは変わらず、東京にゴール下でのプレイをさせな
い。また、福島＃３２がしっかりとリバウンドを決め、主導権を渡さない。終了間際、東京はオールコートでの
マンツーマンに切り替え、プレッシャーをかけてくるが、福島は巧みにボールを運び得点を重ね、次戦へと駒
を進めた。
　

選　手　氏　名

合田　直人 （所属） 和歌山県バスケットボール協会

高島　清光コーチ

戦　　評

安達　大晃

合計合計

東日本大震災復興支援

第52回男子全日本教員バスケットボール選手権大会
(第70回国民体育大会ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ競技ﾘﾊｰｻﾙ大会)

渡邉　朋也

高橋　智大

円谷　元康

鈴木　大地

鈴木　雅之

小川　貴之 山口　裕一郎

早見　勝章

横山　直仁

佐藤　貴哉

浅倉　大毅

コーチ 佐藤　紘則

熊坂　仁志

五十嵐　敦至

佐藤　勝賢

村上　宗文

石井　琢磨

高島　清光

福島　完

増田　健太郎

石黒　俊
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